
Japanese Association of Educational Psychology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　of 　Eduoational 　Psyohology

Jap．」．　 of 　 educ ．　 Psycho1．，
　 VOL 　 XL　 No．4 （1963） 221

身 体 発 達 の 逐 年 的 研 究
＊

＼

大 阪 学 芸 大 学

田 中 敏 隆 ＊＊

五　 問 題

　身体発達 に 関す る 従来の 諸研究で は ， 本邦の 研究は 勿

論 の こ と ， 米国を中心 と し た 外国の 数多 くの 研究 も，横

断的研究法 （cross 　 sectional 　 method ）に よつ て ， 身体

の 発 達 曲線 お よ び そ の 発達 の 年 令 的規準 を 求 め る 努力が

は らわ れ る 事が 多 か つ た よ うで あ る。し か し，他面 に お

い て，身休発達 の 縦断的研究法 （！engitudinal 　 method ）

に よ る成果 も散発的に 存在 し て い る。

　すなわ ち，本邦 に お い て は，古 くは 松本亦太郎 。他

（1937 ），最近で は 平井信義 。他（1960）， 後藤与
一（1952）

福島正 治 ・村山登 （196G）， 狩野広之 ・他 （1960）の 研究が

あ り， 米 国 に お い て は，Meredith ，　 H 、　 V ．（1950），　 Ty ・

1er，　 F ．　 T ．（1954），　 Macl（，y ，
　 C，

　II，（ユ940），
　R ◎thney，

J．M ．（1941），　 Marshall，　 E ，1，（1936），　 Mul ！en 　F．

A ．（1940），Bell，　R．　Q．（1954）の 研究， 英国で は Burt，

C ．（1949）の 研究が あ る 。 と t ろ で ，こ れ ら の 研究の あ

る もの は，身 体 発 達 の 予 言値 に ， あ る もの は ， 身体発達

の 医子分析約研究に 中心 が そ そ が れ て い た よ うで あ る。

特に ， 本邦で の 諸研究は ， 発達 の 予言値が 中心 課題に な

つ て お り，そ れ も体 重，身長 ， 胸囲，座高 に 限 られ て い

て ，そ の 他 の 身体部位 の 発達 の 予 言 に つ い て の 研究は 殆

ど認 あられ な い 状況で ある、ま た ，
Tyler

，
　 Mttcloy

，

Mul1en ，　 Marshall ，　 Burt の 研 究 は ， 身休発達を 因子分

析か ら考察 を 進 め て い る が ， そ の 因 子 負荷 の 年令酌変化

と 男 女差 に つ い て は，な ん ら の 暗示も与えて い ない 。こ

れ ら の 諸点を 考 え て ，本研 究で は 次の よ うな 目 的を か か

げ て研究を行なつ た 。

＊
　Alongitudinal　 study 　 Q 〔physical 　dove］cpmcnt

＊＊　by　Toshitalga　Tanaka （Osaka 　Uni ▽ ers 三tyof 　Li・

beral　Arts　 and 　Educa 士iQn）

　 本 研 究 は 昭 和 28年私 が 丈部省内地 研究員 と し て 京大

に 滞 在中， 園 原教授の 発達 心 理 学の 講義 か ら idea を

得 た も の で あ る。な お 本研究 は 園 原歡 授 を 代表者 と す

る 丈 部 省 科 学研究費 （綜 合 研究）に よ る
“
行動 発 達 の

機 能 速関 に つ い て の 綜合的研究
”

の 一
部分を な ずもの

で あ る。　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　
＾

　｛1）小学 6年間の 身体各部位の 前段階の 測定値と後段

階 の 測 定値と の 相関 の 吟味，即 ち，予 言値の 検討を 行 な

う。

　（2）身体各部位の 相互間の 相関 の 吟味を各年令 ご と に

行ない，か つ
， その 発達的考察を 行 なう。

　（3〕 （2］の 相関値を も と に して ， 因子分析を 行ない ， 身

休発達 の 因子分析的検討 を 試み る 。

　〔4｝ Meredith　Culp
，
　 s．　 s ．と の 協 ［司研究 （／951）1・c

お い て，

嫐 撒 一
：髏 澗 喘 緻 一畿讐・ …

騨 撚 膣曙 鋤 全 体指数 一

霧 ・ …

な る 公式に よ り
“
ず ん く吻 した 体型 （dumpy 　body 　fo−

r皿 ）
，，

か ら
“

細長 い 体型 （lanky　bedy　form）
”

へ の 年令

的変化 が 存す る こ と を 報 告 して い るが，その 点 に つ い て

の 吟味を本邦の 学童に つ い て 試 み る
。

一
ff　 方 法

　（1） 測 定身体部位 と測 定法
＊

　測定は すべ て 被験者 を パ ソ ツ の み の 状態で 行なつ た 。

　身長　　木製身長計を使用す る。台上 の 足型 の 土 に破

験 者 を直立 さ せ る。踵 を揃えて 背後め倚柱 に つ け，両足

先 は足型 の 角度に 開き， 膝をイ申ば し ， 下腹部並 び に 胸部．

を後方 に 引ぎ両一ヒ肢 は 自然 の ま ま に 垂下 して お く。 頸も

出来 る だ け垂直の 力向に 伸 ば し て ，頭部 は 耳眼水平位に

保 た させ る n し か る後 に 顱頂点決定用水平游規 を 滑 下

し ， 被験者 の 顱頂部 に 軽 くふ れ た と ぎの 計測値 を よみ と

る。単位 は cm で あ る 。

　体重　　自動式体重計 を 使用す る。秤台の 中央部に 立

た せ ， 言「器 の 指針 が 動揺 を な くした時の 偉置の 値を 読み

と る D 単位は kg で あ る 。

　胸 図　　巻尺 を 使用 す る 。 被験者 に 立 位姿勢 を と ら せ

両上肢を少 し両側方 に 開か せ，両腕を 自然の ま ま 垂下 さ

＊
　 測定法 は 吉 田章信　師範 大 学 講 座 　休 育 ，8 ， 9

東京建文館 1935 と 石 川知福
「
体力測 定法 要 解 ， 東京．

目 黒 書店 ，
1939 に よ る 。
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せ る 。 測定者 は巻尺を左手に 持 つ て被験者に相対し， 被

験者 の 左右上肢下 を くぐつ て ， 両 手を背後に まわ し ， 巻

尺を 肩胛 骨 下 隅 の 直下 に あ て る 。次 い で 胸 廓 の 側 面 を ま

わ り， 前方乳嘴直 上乳嘴暈内（女子 は乳 房 基底 上 方）を た

どつ て ，巻尺を左右 の 手 に もち代え る。被験者 の 自然呼

吸 の 呼気の 終 りの 目盛を よ み と る 。単位 ｝Xcm で ある 。

　 座高　　坐高計を 使用す る。被験者を 坐 高計坐 画 の 中

央 に 坐らせ ， 臀部を坐面 の 正中線 に そい ， で きるだけ深

く後方に 倚柱 に 押当させ る 。両 脚を 揃え ， 上 腿 を 水平位

に し て ， 下腿 が垂直に 垂下す る よ うに 計器付属の ハソ ド

ル で 調節す る。被験者 は 躯幹 を真 直に 垂直に の ば し ， 頭

部が 耳 眼水平位に な る よ うに 頤を引き姿勢を 正す。測定

者 は 水平游規を滑下 し て 顱頂 に 軽 くあて 坐高を 測 る 。 単

位は c 皿 で あ る 。

　頭囲　 巻 尺 を 使 用 す る。被験 者 は 胸囲測 定の 場 合 と

同 じ 姿勢を と る 。 渕定者は被験者 に相対 し，巻尺 の 零点

の 部位を 左手 で，被験者 の 眉間 （両 眉 の 間部で 少 し隆起

し て い る部位）に つ け て 固定 し，右手で 巻尺 を被 験 者 の

頭 の 左側か ら，後頭部 の 最 も後方 に 張つ て い る 点 に 運

び，こ こか ら右側面を こえて 眉間 に か えつ て くる 。 こ の

間 の 長 さを よ み と る。単位 は cm で ある。

　 肩巾　　年長児に は 大型渕径器，年少児 に は 桿状両脚

器 を 使 用する。被験者 に 自然位 の 姿勢 を と らせ る n 測定

者 は 両 脚器 の 尖端 を 両 手の 示指 お よ び 扨指に て つ か み ，

両肩峯突起 の 側縁 の 中央 に 尖端を つ け る。その 際測定者

は 示 指 の 尖端を 器 具 の 両 脚の 尖端 よ り少 し 出して ，そ の

指褥を もつ て 画側の 側点に ふ れ て，両 脚の 尖端 の つ け る

位置を知る c 単位は C 皿 で あ る fi

　腰巾　　使用 の 器 具 並 び に 被験者 の と る姿勢は肩巾の

場 合 と同 じ で ある 。測定 は両側 の 陽骨櫛 の 最も側方 に 突

出 し て い る 部位 の 間 の 距離 を 測 る。単位 は cm で あ る 。

　一ヒ腕囲　 巻尺を 使用す る 。 被験者 に 自然位 の 姿勢を

と らせ，腕を軽く下 垂 さ せ，右腕の 二 頭膊筋 の 最も膨隆

した 部位 に 水平 に巻 尺 を ま わ して 測定す る。単位は cm

で あ る 。

　 大 腿 囲 　 巻尺 を 使 用 す る 。 被験者を 後向きに し て ，

測定者 の 前 に 足を少 し開い て 立た せ ， 両 脚 に 均等に 体 重

を か け る よ うに さ せ る。巻尺 を 右大股 の 内側 の 輪廓が 最

も強 く内方 に 突出し た 部位 に あて 水 平 に 巻 尺 を ま わ し て

測 定す る 。 単位は cm で あ る 。

　土 肢長　　ア ソ ト ロ ポ メ
ー

タ ーを 使用 す る 。 被験者 の

姿勢 は 身長測定時 と 同様で あ る e 推導小匣に 挿 入 した 横

規の 尖端を左手 の 示指 お よ び 拇指 を もつ て右肩 峯突起の

上側縁 に あて ， 床上か らの 離距を よ み と る （ee　1測 定

値）。 次 に 右手 の 中指 の 尖端 に 横規 の 尖端を あて ， 床上

か ら の距離を よみ とる （第 2測定値）。 上 肢畏＝
第 1測定

値
一

第 2 測定値に よつ て算出す る 。 単位 は cm で あ る。

　下肢長　　下 肢長＝身長
一

坐高 に よ つ て 算出す る 。単

位 は cm で ある。

　 に） 測定期間並 び に 被験者

　本研究は 昭 和 28年 に 小学校 に 入学 し た 児 童が，昭和34

年 に 小学校 を卒業す る ま で の 6 期 におた つ て ， 毎年 5 月

下旬に 前述 の 11の 身体部位 を 測定 した 。＊
測定値 は 3 人

の 測定者 が 個 々 に 測定 し た 値を平均 し た もの で あ る 。 選

択 した 対鎌 の学校 は ， 比較的土着 の人が多 い 大阪府大東

市四条小学校 で あ る c それ で も測定開姶時 の 昭和28年 は ，

男児129名，女児 103名で あつ た が ， 6 力 年間で の 転校，

病気 ， 死亡等 に よつ て ， 6 期 に わた つ て 全部測定 し得 た

被鹸者 は 男犯88名 ， 女児66名で あつ た 。

皿 　結果 と考察

（1）身体各部位 の 前段階 と後段階の 測定値 の 相関の 吟味

　ま ず ・ 身体各部位 の 測定値の 6才時 （小学就学当初）

とそ の 後 の 学童期中の 各年令 と の 相関値 の 検討，す な わ

ち，学童期中に お け る 予 言値に つ い て 検討 して み よ う。

そ の 結果を示 した の が Table　1 で あ る。それ に よ る と，

身体各部位の 予 言値の 高い の は 男女 ともに 頭囲で あ り ，

そ の 相関値 は 0．8〜0．9 の 高 い 値を 示 し て い る 。 頭囲の

発達 に つ い て は ，
Scammon

，
　 R ．　E ．（1930）の 脳の 目方

の 発達 か ら も推定で きる よ うに ， 6 才 で は す で に 成人し

た 場 合 の 90％ に 達 し て い る た め，そ の 後の 各年令 との 相

関値は 高 く， ．比較的係數が恒常性 を 保つ の で あろ う。 そ

の 他 の 身 体各部 位 は 年令 の 進む に つ れ て ， 相関値 は 低下

し て 行く傾 向が認 め られ る が ， し か し ， 6 才 と 11才 と の

相関値 は最低 で も 0・4以 上 の 値を示 して い る。こ の こ と

か ら し て ， 男女 と もに 学童期中 に お け る 身体各部位 の 予

言値は か な り認 め ら れ る よ うで あ る ．特に お よ そ0．6 以

上 の 値を 示す頭囲 ， 身長 ， 体重 ， 胸囲 ， 坐高 ， 大腿囲は

予 言 値が高 い 。　　 、

　なお ， 体位 の ど の 辺 に 位す る もの が ， 年令 と と 屯に 大

きく変動 す る の か を 検討す る た め に．， 女児 の 身長 の み に

つ い て ，松本亦太郎 ・他 の 方法 に し た が つ て ， 6 才 当時

の 身長に よ つ て 全 体 の 人員を 4 つ の 段 階 に 区 分 し，年令

の 進む に つ れ て ，身長の 段階が ど の よ うな変化 を示す か

を 調べ て み た 。そ の 結果が Table　2eJ5 で あ る。

　 こ の 表 か ら し て ， い ずれ の 段階 に 属する もの も年令 の

進む に つ れて 変動 が 大 きく， 人数も多 くなつ て い る
。

し

＊

　 測 定 は 毎 年 5 月 下 旬 に 実施 し た た め ，例 え ぱ 6 才

と い つ て も 7 才 1 ヵ 月 余 りま で の 被 験 者が含 ま れてい

る が ，そ れ ら は 少 数 の た め 6 才 の 中 に 入 れ た
。
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Tnble 　16 才時の 身 体 各部位 とそ の 後 の

各年令 の 身体各 部位 と の 相関値

Table 　 36 才 の 時身長が 最も小 さ い 方 か

ら17− 32番 の 者に 関す る 調査

胃 雅 鐸賢写！講
身 1男

長 1女

塗屡

齏〔晏
　 1

座

高

頭

囲

男
女

男

女

．942　　　　。941　　　　．897　　　　．883
．909　　　　．872　　　　．871　　　　、666

，879　　　　．827　　1　．807
・87°

．
・731

レ
655

．793
．660

．767
．835

．926
．848

．888
．855

．747
．797

常
腰
巾

上

腕
囲

大
腿

囲

．787
．7go

．857
．802

男　　　、749　　　　．695
女　　　．820　　　　．773

男
女

．654
．669

男 レ7u
女

レ
646

男
女

男
女

上

肢
長

下

肢
長

男
女

．753
，7G7

．734
．690

，704
，794

．650
．663

「
．69ユ

．583

．707
．663

．719
．594

．587
．782

．742 〔　 　 　 　．663
・7461 ・…

、772
．782

．846
，800

．605
．758

．634
．663

．601
．485

，701
．609

．729
．749

．839
．782

．584
．650

。59 
．650

．589
．479

．653
．662

．6工5　　　 ，523
．594　　　　．516

．586　　　　．479
．7！9　　　．616

1年一6年
6 −一一11才

＼ 学年

　 ＼
＼ 年令

番 号 　 　 ＼

．795
．772

1

．680
．659

工6

1 年 ［2 年
（6 才）ド7 才）

3

17

．602
．509

32
16　　 1／

．684
．618

3

〔
む

34

．857
．763

49

．586
，636

64

2

3 年
（8 才 ）

3

4 年
（9 ／）

2

5 年
（10才）

3

　 r　 l
gIlOI6

　 1

6 年
（11才）

3

4

5

五亠 6

Table　 4

6

．476
．543

1
1

6 才 の 時身長 が 小 さ い 方 か ら

33− 48番で あつ た者 に 関す る調査

2

．545
．415

　

　

令
丶、

　

　

年、．

年
＼

学＼丶
＼

号

＼

　

番

．677
．635

　

611

　

1

，511
，517

．47工
．600

7
：．
2139

」

834

1 年

（6 才）
2 年

（7 才）

3

3年
（8 才）

4 年

（9 才）

1

5 年

（1e才）

3

6 年

（11才 ）

4

3335

・6 ・2

い
… 1 ・

Ta 髑 e　 2　 6 才の 時身長 が 最も小さか つ

　　　　 た 者 16名 に 関す る調 査

　　　　　 （女児　64名中）

49．

・Ll
＼ 学年
　 ＼ 丶年令
番号　 ＼ 丶

1

1 年
（6 才）

2 年
（7 才）

3年
（8 才）謝 （

5 年
10』才）

　 　 　

1

5

1672

ユ

33834Q

副

44ρ
○

1612

3

1

13

2

6 年
（11才） Tab 亙e 　 5
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49− 64番 で あつ た 者 に 関する調査

2

／3　 　 10

36

8

1

5

3

”

＼ 、学 年

　 ＼ 丶穿 令
番号　　＼

丶

　

6111

　

1

1年
（6 才）

7

ウ】

13

2 年

（7 才）
3年

（8 才〉

4 年
（9 才）

5年
（10才）

6 年
（11才）

389d4

・ ［・

94

宀

41
−
6

　 　 …　　 　　 1
　 　 　 　 ［

16
尸

5113

　　旨

112

2 「 2

13　 　 ユ3

4
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Table 　 6　身体各部位 の 隣接年令相互間 の

　　　　 相関値

身

長

男

女

体 1男
重 i女

1年一2年
6 − 7年

1’　 ．942
　 ，909

．879
．870

胸
囲

男　 ．767
女

1 ．835

2年一3年
7 − 8才

．816
．840

．916
．910

座
高

．664
．84工

男　　　．926　　　　．772
女　

．
　．848　　　　．800

犠拜i鷺 誰
．943
．826

．781
’

．870

．881
．913

．9工1
．781

5年一6年
10 −／1才

．784
．842

．904
．810

一一一
「
一

量髪．：鬻 ：麗1 ：1習
肩

巾

腰
］IJ

上

腕
囲一
大
腿
囲冖
上

肢
長

下
肢
長

男
女

．749　　　　．809　　1　，767
・82° ・771

．レ
815

劉・lll
男
女

男
女

．711
．646

．753
．707

，631
．727

．756
．786

．626
．704

男 1．734 　 ．684
女 1 ．690 　 ．693
　 1

男
女

．7041 ．731
．794　　．　．819

．672
．755

．697
．7S4

．602
．813

，842
，612

，814
．890

．916
．851

．813
．856

．871　　　　．800
．735　　　　．81工

．866
．S29

．827
．746

．860　　　　．S50
．809　　　　．842

．705
．989

．717
．715

．803
．907

．758
，994

．722
．753

．764
．836

，820
．892

．772
．833

．651
．91工

．646
．773

．657　　　．792
．765　　　．62工

か し ， 入 学当初小 さ い 集団 に 属 して い た 者 と 大きい 集団

に 属 し て い た 者 は，中間の 集団 に 属 して い た もの に 比較

す る と ， そ の 変勠 は 少 な い こ と が 示 され て い る。し た カミ

つ て ， 前述 し た年令 の 進むに つ れ て の 相関値 の 低下は ，

入学 当初体位 の 中間に 属 して い た 者が大 きく影響す る も

の と ， こ の 身長の 事例か ら推察 で きよ う。

　次に，隣接年令相互 聞 の相昌ξ値を算出す る こ と に よっ

て，そ の 変動性を 検討し て み るこ と に す る。そ の 結果 は

Table 　6 の ご と くで あ る 。 そ れ に よ る と，各身体部位の

各年令問の 相関値 は すべ て o・　6以 上 の 値を 示 し，隣接年

令年 に 身体発達上 著 L い 変動 を 示す身体部位 は 存在 し な

い こ とが理 解 され る。前述 の 予 菁値 で み られ た と 同様

に ， 本相関値に お い て も， 身長 ， 体重 ， 胸囲 ， 坐高 とい

つ た 体 型 を 構成 し て い る基 本 的 な身休部位 が特 に 高い 値

を示 し て い る 。

　倒　年令別 に み た 身体各部位 の 相互閲 の 測定値の 相関

　　の 吟味

　  　身体各部位相互 の 相関値が年令の 推移に よ つ て一

定 の 変化傾向が 認 め ら れ る か，  　年 令 を 通 じ て ど の 身

体部位相互 の 関係が密で ある か に つ い て 吟味を して み

る。こ れ を み た もの が， Table 　7〜9 で あ る 。
こ の 表か

ら し て   の 点 に つ い て は ， い か なる 身休各都位相互間 の

相関値 に も
一

定 の 年令酌変化傾向は認 め られ な い 。  の

点に つ い て 各身体部位ご とに考察 を試 み る。

　身長 と 各身体部位 と の 相関e：　7 坐 高，上 肢長，下肢長

とい つ た 他 の 長 さ の 部位 と に 高 い 相関を示 し ， その 他の

各身体部位と は相関がか な りあ る 。

Table　7　 6 才 時 ・7 才時 に お け る 各身体部位 の 相関係数

匱 長 1体 卸 匈 囲 座 高

＼

＼ 1：鸛

頭 　囲 肩

竺 　 痢
体 　 重 ：驪
胸 　 囲 ：軅

．544　　　　．773　　　　．382
．484　　　　．704　　　　．032

　 ．698　　 526
［　．605　　　　536

　 ，661　　　　．480
　 ．763 　　　　，411

lr亅
1
腰 巾 上盤 穴酬 上脹 1

下脹

　　　　　　：　葦茸鬘　　　@i−　　：　窪皇珪　　　　　　@　：　乙斈暮　@　　1　　　：　
ま
§ 「 ＼＼1驪　：T ，

f1
孺 1　．636　　　　。685　　　

， 591 　．724　　　　．697　　

　．543 ．5
　　’丶 、 535 　＼測 ：響 　：銘馴：

　

．：lll 座 ．5
　　1　．357 、

4 　　 　．4
ａ F粥　：謝 頭

ﾍ 　 ： 晉1　： 1
1 謡　＼1：鵬・澱 ．

339
　　　　．260　　」

丶丶　　　　　　．282 ．⊥72　
　　　．252　

　 　　　＼　　　　．047
　 ．647　　　　，327

　．343　

　　．32

1：揚
．

粥 ：

写
釧嬲
381．

．468
．．45
．52
．52

．66
．370
．405
．417

．ユ〔｝

．47

578 、643 ．523 肩 ・ i
： 驪 　：騫 　：驪　：1器　：1
＼ ＼ 1 腰 　r

R：響　：言§1　：齡

纔r囲糊：講：齢 ．4 　　 　
　

， 31 2 ．52

@　　　．
07L1

「＼一：測：劃．；葦酬

D294　・　

25工．
8　　　　．049 ：蠢1器1：靆

　

　一：靄 ．273　　　　．376　　 　．306’ ．3ユ 0　　　 　．02
@ 　 　

． 575 ：葦ll「＼、1
1 鷺 ：葦塁1：1珪 1 大

副 　
　．

456
　　　．6 　　．491　　　．

6

長一一緬．一「寵多 ：lll ．399　 　
　 ．420　 ．

． 391 　　　　．178 ：藍瀦　：ll？：1對＼＼1：lll驪
ﾛ 肢 　 　　　 　．5 、gi ：器塁　：認 呈　： 2？2L ：2
H 巳 ： 駕 61 下肢 長［：卿： 1 劉 ： 1 劉： lll 「 孺 ： 1 訓 ： 1 馴： 1 馴

　斜 線よ
り 下 の表は6

時，上の 表は 7才
時

で

各値 の上

は男児
，
下段 は 女 児 ： 璢1 ＼＼．： 911 ：き 1 引 ：纒 ．
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Tab 且e 　8　 8才時 e9 才時に お け る各身体部位の 相関係数

優 剰体 重 」胸 囲 座 高

身 長

頭 wn　1肩 巾 腰 呵 上 闘 1大 腿剛上 月娠 1下 賑

＼
＼ 「

　 ．736　 −一．．一
　 　 　 　 　 ＼
　 ．628

，774　　　　．469　　　　．786　　　　．323　　　　．613　　　　．596　　　　．266
．7〔〕5　　　．552　　　，783　　　。026　　　．748　　　．541　　　．436

体 重
　 ＼ ．．
．735
．698

：犧 亅：謡 1，413　　　．588
．276　　　，841d616 ．689

．608
．767

．340　　　　．771　　　　．800
。492　　　　．760　　　　．751

胸
〜

座

囲
．493
．471 「

＼

＼ 」
1　 「＼ ＼ 1

．760　　　。67t　　　．562
．793　　　．693　　　．480

高
、816　　1　．751　　　　．542
．728　　卜　．716　　　　4494

．629　　　　．272　　
．
　 ．579　　　　。545

，515　　　、．230　　」　．676　　　　．604

　　　　：鰡 1：1％i齲
．489　　　．468　　　 ．467
．541　　　　。630　　　　．603
．315
，311

頭

．523
．452

囲
．L鑑 ．二編 溜 懲

・1コ　1　：き蠢珪　　　　：碁8§　　　　：毒爭8　　　　：蠶堊…篝
「
＼

＼

，328　　　　噛ユ51　　　　．261
．128　　　　．141　　　　．335

．346　　　，493　　　。535
．427　　　　．509　　　　．586
．388　　　　．323
．
’
210　　　．053

．156
．  26

肩
，200　　・＼ 丶　　　　　　．468　　　　．481　　　　．477　　　　．444　　　　．642
，108　　　　　

＼ 、、　　　．676　　　　．619　　　　．669　　　　．655　　　　，578

腰 巾 1：覊 i
⊥ 腕 囲 ：嬲 i

．628
．752
．645

馳
　　 ．471

．674　　　　．423

：lll　L劉
．308
、215

，174
．ヱ08
語 30
．278

．629　 ＼

，666　　　　　
’、

＼ ．
．
14
ユ∫5
一冖』−

2 亨5
．629　　　　．482

：能

1＼ ＼

大 腿 劇
．361　　　　．eg6
．207　　　　．778

．637　　　　．452　　　　．421　　　　。483　　　　．35］一　　　．725
．572　　　　．42Z　　　　．251　　　　．

「
500　　　　．716　　　　．670

。460　　　　．428　　　　．511
．593　　　，567　　　．532
．735　　　　．224　　　　．282
．720　　　　．42Z　　　　．294

＼

＼ i：螺　：莠 
上 肢 長 ：鬻 暢

．335
．621

．534　　　　．359　　　　，555
．615　　　　、075　　　．．667 ：黔　i嬲　：黷 ＼

＼ ．［：lll
下 肢 長 ：鯔下 1劉 　 〕

−

fl痢 ：1劃 ：蜘 ：lll
　斜 線 よ り下 の 蓑 は 8 才時，⊥ の 表は 9 才時で，各値の L 段 は 男児，下段 は 女児

：1晶　溜 「＼ ＼

’
Table 　910 才時 ell 才時に お け る各身体部位の 相関係数

1身 長 休　重

身 長 1
丶

丶

．658
．762

．63ユ

．711

胸 剛座 副 頭 帥 討 陣 州髄 囲 1大雕 厳 劇 下脹

休

．674
．594

，805　　　　．3ユ4
．755　　　　．208

．639
．770
、65葺　　　　．509
．909　　　　．766

1Z8 ：需 1

：飃 1：譱　：轂　：％　：羅§
重

胸 剛
　 　 ．455
　 　 ．580

座 　 高 ：1器
頭 　 囲 1謝

＼ 1：1鋸　：1劃 ：1器
：糴 「

＼
＼ 、 ：1蒙引 ：灘

、700
．735

．649　　　 ．684　　　，530　　　．5正4
．784　　　．757　　　。654　　　．664

．365
，276

，590　　
丶、丶　　　　　　．313　　　 ．456　　　．626

，577　　　　　　＼ 、　　．301　　　　．562　　　　．717

．647
．760
．278　　　　．440
．263　　　　．585

．609　　　．464　　　．399
．570　　　　．52】．　　　 ．409

．288　　　　．170
．270　　　　．250

＼

＼ 1．370
．147 （

　 ，269
　 ．223

肩

．341　　　 ，457
．429　　　　．371

．319　　　 ．487
．449　　　 ．707

刺 ：畿　鷹 1欄 ．：覊　：嬲 1＼ ＼ 1：騫

．201　　 ．245
．104　　　　．096

．469
，723

．474　　　　．399　　　　．491
，518　　　．531　　　．520

腰 巾 ：驪 ：覊
・．546
．6851

　 ，422　　　　．164
　 ，711　　　．186

上 腕 囲 i：

．

lll響
　

　：lll：§ll
：拿饕

＼

＼ ：講　：1男　畿 i：麗

：羂 隠劃 ＼
＼ L懸

大 腿 剛 聯 編 嬲　　　　　　　　　　　　　　：ll9、 ：器1「：携
長 嬲 ：巍 嬲 鬻 孺

1

糴

、201
。286

．488 　　　　，739 　　
＼

＼ 、　　　　　．192
．629　　　　．807　　　　　

、丶＼　　　。409

上 　肢

．265
．302
．235
．294

　 　 　 　 　 　 　 　．195　　
丶丶　　　　　［　．603．332　　　　．201

．654　　　　．383　　　　．506　　　　
’丶丶

丶 i　．687

下 賑 「il馴 ：劃 ．：珪ll　l：講 ．灘 鵬 引 驫 i蝦
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き

　　　斜線 よ り下 の 表に10才 時，⊥ の 表は ］、ユ才 時 で ，各値 の ⊥ 段 は 男児 ．下 轂 は 女児

　体 重 と 各身体 部位 と の 相関は ， 胸囲 ， 肩巾 ， 上腕囲，

大腿囲 とい つ た 身体 の 横巾と体囲並 び に 坐 高 と に 高い 相

関 を示 し，頭 囲 と の 間 に 低 い 相関 を示 し ， そ の 他 の 身 体

部位 と に は か な り相関が ある。

　胸開 と各身体部位 と の 和関は，体重との 間 に高い 和関

を 示 し，頭囲 と の 問に 低い 相関を 示 し，その 他の 各身体

1：豐　：鷯 ド
丶
＼

部位 と は 相関 が か な りあ る
。

　坐高 と 各身休部位 と の 相関 は，身長 と体重 と に 高い 相

関を 示 し ， 頭囲 と 上 腕囲に 対 し て 相関 は 低 く，その 他 の

各身体部位 と は 相関 が か な りある 。

　頭囲と各身体部位との 和関は ， 低 い 相関ない し殆 ん ど

相関 な し と い つ た 程度で あ る。

33 ＿
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　　肩血と台 身体部位 との 相関ほ，体重 との 間 に 高 い 相関

　を示 し，頭囲 と の 問 に 低 い 相関 な い し殆 ん ど 相関 な しを

　7ボし ， そ の 他 の 身体部位 と は 相関がか な りあ る。

　　−wo と 各身体部位 と の 相関は，高 い 値を 示 す もの が な

　く，頭囲との 間 に 低い 相関 な い し殆 ん ど 相関 な し とい つ

　
’
た程度 で あ る 。 そ の 他 の 各身体部位 と の 間に か な り相関

が あ b・中で 橢 巾 と体 重 と の 間に 最も高い 相関を 示 し

　 て い る。

　　』堕囲と各剔 本部位 と の 相関 1よ， 大腿囲と 体重 と の 問

　
1に 高 い 相関を 示 し，下 肢長，上肢長（男児 の み）， 頭囲，

　身長（男児 の み ）と の 間に 柑関が 低 く， そ の 他の 各身体部

　
・
位 と は相関が かな りあ る 。

　 蟶 囲と各身体部位 と の 相関は，体重 と 大腿囲 と に 対

　し て 高い 相関を 示 し，頭囲，上肢長 （男児 の み ），下肢長

　と の間に相関が 低 く， そ の 他 の 各身体部位 とは 相関が か

な りある 。

　 上眩量 と各身体部位 と の 相関 は ， 身長との 間に 高 い 和

関 を 示 し ， 上腕囲（男児 の み ），大腿囲（男児 の み ），頭囲

と の 間に 低 い 相関を示 し ， その 他の 各身体部位 とは 相閾

が か な りあ る 。

　 ニド肢董 と各身体部位 との 相関 は ， 身長 との 問 に 高 い 相

欄 を 示 し ， 頭囲 と は低 い な い し殆 ん ど 相関 な しで あ り，

上腕囲 ， 大腿 囲 と の 間に 低い 相関 を示 し ， そ の 他の 各身

体部位 と の 相関は か な り認め られ る。

　 以 上 の 身体各部位 の 相互間の 相関値 の 結果は 次 の 3 つ ．
の 点 に ま とめ られ る で あ ろ う。  概 し て．男 児 よ りも女

児 の 方 が や や 高い よ うで あ る （男児 カミ女児 よ りも高 い の

は ・ 鰻 ・体虱 1頭囲と各躰 部嘩 の 相関値 女児醐

児 よ りも高い の は ，胸囲，坐高，肩巾，腰 巾 ，上 腕囲，大腿

囲 ， ≠二肢長 と 各身体部位との 和関値）。　  体型 を 構成 し

て い る身体部位 の 休長に 関す る 諸部位相互 間 の 相関値 ，

並 び セ『．、 横巾と体囲 に 関す る諸部位相互 間の 相関 値 は 高

い
。   頭囲 と 各身体部位 と の 相関 は 最も低 く， そ の 値 は

低 い 相 関 な い し殆 ん ど棺関 な し と い つ た 程度で あ る。こ

れ に 反 して ， 身長，体重 ， 肩巾，胸囲，坐高 と 各身体部位

と の 楫関は 高 も 特 に 爵 長，体 重 は こ の 傾向が 顕 箸で あ

る・こ の こ と は・d れ らの 部位 の 測定値 は ，頭囲を 除 く他

の 身体部位 の 発達 を知 る指標 に な る もの と 考えられ る、

　［3］ 身体発達 の 因子分析 的検討

　第 3 に ， 2 で 示 し た 相関行列 を もと に して 凶子分析を

行な い ， 学 童期中の 身体発達 を規定す る 因子 は な に か ，
そ れらが 年令に よ る 変化 が 認 め られ る もの で あ る か ま

た，男 女差 が 存す る か を 検討す る 。

　凶 子 分析 に 当つ て は，男女別 ， 年令別 に セ ン トロ イ ド

法 に よ る fact。 r 皿 atrix を 求 め ， そ の 後直 交軸 回 転を 行

Table　10　6 才男児 の 因子行列

身　長

座　高

上 肢長

下肢長

肩

腰

体

胸

巾

巾

重

囲

馴 皿

．820
．764
．749

・6431

一ECL！！LL
上腕囲

大腿 囲

．361

．313
．267

．238

．739

．675

．862

．693

．6ユ3

．718

　 ．166

　 。156

　 ．057
− ．132

一．563
− ．553

．
皿

一．048
− ．173

　．189

π ．450

　 ．110

　 ．210
− ．092
− ．141

ゐ2

　 ．310

　．275
− ．193
　．（｝84

一．127
− ．208

．S171

．7557

．6765

．6925

頭 　囲

　，工76
− ．272

　，038

　．19／

・一．215

　、  67

・gs　F・22・ い 46　i・・83

．70e8
．6291

．7850

．5412

　ΣF2

黒（％）

．755ユ

，8691

．3027

1　・・　S72s　1・・… 4 卜56721 … 呻 5227

… い…

−

i…

Table　11　 7 才男 児 の 囚子行列

・．・ 168．4
　 　 5

身　長

座　高

上肢長

下肢長

巾

巾

重

囲

肩

腰

体

胸

士腕 囲

大．腿 囲

巨
．845

．797

．667

．713

，776

．643

，862

．675

．381

．251

．159

．423

　 ．161

　 ．219
− ．189
− ．241

皿

一．124

　 ．142 ・

一．369

　 ．135

一．／95

　．365
− ．054
− ．199

・6・6fL ・92。 … 9

・6971 − ・512 一 ひ49

一、163
　 ．194
− ．273
− ，058

．122

．094
．186

．206

が

，9012

．7560
』

』
．6807
．7089

．6810

．6035

．8］．52

．5957

一．
「
・26 レ6799

− ・°58 卜 7537

麗 卜5・・ 1− ・・88 ：・・221 − ・・5・ ．324・

ΣF21 ・・633・亅］… 468 ・435・

黒
2

（％・1… 21 ・α ・ 巨 ・ 臣 ・ 1・8・・

なつ て み た が，か え つ て 考察 が 困 難 に な つ た の で ， 前者

の matr 球 の 結果 を もとに して 考察を 進 め る こ と 1こ し

た ・そ れ ら q）結果を示 した の が Table　10〜21 で あ る 。

以 下の 考察は，囚 子 負荷．2未満 昧統計的に 有意 で な い と

の 仮定の も と で 進 め る。

　さ て ，第 1 因子 の 分散寄与％ は 男兜48．　9％〜52，6％ ，

女 児49．1％〜59．7％ に ま た がっ て い る。こ れ らは 男 女 と

も高い 負荷 量 を 示 し ， 身 体 の size に 対す る一般因 子で

あ る と考 え ら れ る。

　第 2 因子 の 分散 寄 与 ％ は 男児 ユ0・0％〜11，7％， 女 児

・2849　1… 。・・
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Table 　12　8 才男児 の 因 子行列

一

Table 　14　ユ0才 男 児 の 困子 行列

身　長

座 高

上肢長

下肢長

巾

巾

重

囲

肩

腰

体

胸

．829

．773

．737

．713

，729

．728

．914

．7／6

上腕囲 に 609
　 　 　 1
大腿囲　　．683
　 　 　 L．＿

：il：
　 ．3271

　 ．358

　．093

　．363
− ．152
− ．293

　．078

　．189
− ．327

　，078

．106

．077

．138

．272

．475

．527

一．235
− ，304
− ，039
　 ．109

　 ．217

　 ．173
− ．085
− ．095

。134　「　．ユ93

．09／　　1　．ユ64

．7046

．7467

．7585

．6545

．5984

．6976

．8848

．6815

身　長

座　高

⊥肢長

下肢長

巾

巾

重

囲

肩

腰

休

胸

1

．768
．7工2

．6上3

．617

．766

．731

．889

皿 h2

．440
．206

．499

．341

．232

．376

．299

．138

　 ．1901

− ．ユ49

　 ．138

．6517

．7794

：
・・7 ト・97

．218

．2／7

．062

．091

一一．313

　．314
− ．048
− ．153

．9352

．7894

，7工65

．5394

上腕囲

大腿囲

頭 剛 ．447　　− ．262 ．219　　1
− ．252 　　　　．3799

Σ副 ・・78・・ 1・・2335 ・33・2 ．3850　　7．7374
．
　
2

一
F

頭

髭

．638

．659

．一，540

囲 卜・26i

・1521 　 ・693S

．273　　　　．6782

．・95 じ8222

，144　　　 ．6561
　　　1

一・442
「

・253
「

・054

　 147

1・… 58
　1・・2262

’

j
響 （刎

52・・ 1… 2 旨・・

Table　13　9 才 男児 の 因子行列

一… 29 − ・・49 「・829・

　 　 　 　 　 　 　 　 　．6966
　 　 　 　 　 　 　 1

− ・4261 ・… 1・4262

・764・レ4・64
・j・…7824

・・51 　・

？
・・ 響

z

（％）148・・ 1ユ ・ t・副 ・・87 …

Tabge 　1511 才男児の 因子行列

1 皿 皿 h2 1

長

高

長

長

　

　

肢

肢

身

座

上

下

．830

．783

．697

．716

巾

市

重

囲

肩

腰

体

胸

。740

．675

．940

，741

上 腕剛 ．61
’
・

大腿囲　　．665

．526
．ユ33

．245

、467

　 ．052

　 ．057
− ．144
− ．065
　 　 　 「

：：1：
1− ．219
−．．170

一．212
− ，208

　 ．249
卩
1− ．141

一．492　　−一．226
− ．577

』
　　一．059

翼 皿 w
’

　．192

　 ．ユ33
− ．183
− ．ユ98

1− … 2

：蠶
一．064

．184

．176

ユ．050〔｝

．7085

．6273

．7988

身 長 ［　 ．s40

座　高 ．．740

上肢長
1

．610

下肢長　 ・665

．6127
．54491
．0121
．5773

．7028

．8096

巾

巾

重

囲

肩

腰

体

胸

上腕囲

大腿囲

頭 囲 ・74・ 「
一・・65

Σ ・・ 5… 241 ・・・…

i− ・14／　　− ・。64・　「　・5773

．7661 − ，0751

．713
’
　　　．16壬〜

’
　

ト

．866　　− ．1亙7

．827　　− ．185

．475 　　　　．09：3

、242　　　　．207

．340　　− ．287

．405　　− ．218

　 　 　 　 ．207

　 　 　 　 ．216

　 　 　 ＿．116

　 　 　 　 ．181

黒 （％）

．657　　− ．568

・703i − ・539

一・．236
− ．

「
LO7

頭　囲　　．479i − ．183　　　　．Q50

．061

．393
’

、237

．108

．240

．082

．210

．268

［・4686　［・33877 ・・75・8

h2

．9436

．8034

．6262

．6654

．6928

．5893

，8212

．8227

i52・・ 11L・ 1… 3ユ 17・r・
Σ剄 ・・Z・・8

5．9％〜／0．　5％ に ま たが っ て い る。こ こ で は 伸長 と充実

の 2 つ の 囚子 が あ げ られ る。
’
伸長 の 因 子 は す べ て の 体長

に 関す る 測 定項 目 に 認 め られ，充実 の 肉子 は上腕囲 ， 大

腿囲 と い つ た 体囲に 関す る測 定項 目 に認 め られ る （こ の

体囲の 因子は 恐 ら く後述す る Burt の 主張す る体の 厚 み

の 因子 と 考 え て もよ い で あ ろ う。）

　 こ の よ うに 身長，坐 高 上 肢長 ， 下 肢長 と上腕囲 ， 大

腿囲 は対立極 を な し て い る 。 そ し て ， 肩巾，腰巾，胸

囲 ， 頭囲 は 中聞酌なもの の よ うで あ る 。 換言すれ ば ，殆

ん ど 零負荷 で ，時に は 伸長群に ，時 に は 充 実群 に 入 つ て

’

黒 （刎 52
β

．・69 じ8147

　．ユ87　　1　．8311

皿・135i ・2837

・・29・6 「・386
．
8　i

・… 　1… 1
・4642 レ塾

酬 …

い る 。 さ らに ，男女 の 発達差 よ りみ る と， 肩巾；腰巾 は

男児で は 伸長の 方向に ， 胸囲は 男女 と も体囲の 方向に ，

頭囲は 男女 と も体囲の 方向に あ る 。 た だ し ， 頭開に関し

て は こ の こ と は ， 男 児で は 6 〜 8 才 で 著 し く， 女児で は

9 〜11才 で 著 し い 。また ，女 児 で は 6 〜7 才 に お い て ，

ゴ

分散寄与％が 半減 して い る こ とが 目に つ く。

　第 3 因 子 と 第 4 因 子 に っ い て は 被験 者 の 数が 少 な い た

め に ，因 子 と し て あ統 計的意味が不 確実で あ る が，一
応

の 傾向を み る た め 検討して み た 。 第 3 因子 の 分散寄与 ％

は 男児3．ユ％〜6．9％ ， 女児3．5％〜5．G％ に また がつ て t”
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丁 認 贓 e16 　 6 才女児 の 因子行列

身　長

座　高

上 肢長

下肢長

巾

巾

重

囲

肩

腰

体

胸

Table 　18　 8才女児 の 因子行列

1 m 陬
．817　　L＿．250

．787　　− ．286

．756　 ！一．工42
　 　 　 …
・671

け
一・360

　．297 ．

　，204
− ．084

　 ．097

．783

．670

．877

．615

．．ヒE宛囲　　　『
’
603

大腿囲　　「　・703
　　　 1

頭　囲 ．615

・222 ｛
　．303

　．189
− ．085

　 ．156

　 ．150

　 ．126
− ．271

．351　　
’一．190

．2711　　− ，207

ΣF2
「一・。・・ 一・27 ・ i

5… 54 ・6・97 ・38871

響（％）1・呵 6・・ i3・・

　．090
− ．315

　 。242

　 ．386

　．055
− ．184

　．052
− ．098

．137

．081

h2

．8263

．8420

．6573

．7383

身　長

座　高

上肢長

下肢長

．6897

．5971

．8234

，4685

巾

巾

重

囲

肩

腰

体

胸

1　 　 　 豆

，759

．756
．749

．689

．827

．793
．933

，735

．5417

．6171

上 腕囲　　…　．623
　 　 　 　

大腿 開 1 ．741
　 　 　 ｛

皿

．444

．315

．199

．525

一．060
− ．161
− ．166
− ．133

　．ユ  3
− ．298

　 ，216

　．109

　，384
− 。132

　 ．033

　 ．066

一，494
− ，381

　．157
− ．164

　．149
− ．158
− ，297

　．241

一．131
− ．226
− ．078
− ．24 工

．295

．175

h2

．8060

．7845

．7355

．8214

．8521

．7233

．9052

．62G4

．098　　　　．4685 頭　　囲　　　．272　　
− ，070

・474・1．・・9679

Table 　17　 7 才女児 の 囚了行列

＞tF2

4・・ 陣 ・ 咢 （％）

J
・
… 8・i・ ・8・5

區 ・ い ・

1− ・267 レ・7・

．7438

，7518

．1794

・45
’
・2　1・4727　

、1　7．　9235．
馴 ・ ・ 亅・・   3

長

高

身

座

丁 島贓 e19 　 9 才女児 の 閃子行列

1 皿

幸農劃

．801 ．

．745

．728

．658

肩

腰　巾 、

休　重

胸　囲

上腕囲

大腿囲

酬 ．8・o

．641

．875

．692

一．256 亅．226
＿．271L168
一．159
− ．243

．175

．118

．251

．125

．709　　　　．404

，701　　　　．347

一．049

　 ．282

，239

．097

，065

．152

一，054　　　　．157
− ，187　　t− 。172

　
．
t　3工9　　　．121

　 ．154　　−．．227

　．096
− ，224

一．217

　．／75

h2

頭 囲 ト2・8 一．157 ト282

1

，8／53

，6661

，5619

，5946

．7／43

，4894

．9450

．5697

身　長

座　高

上肢長

下肢長

．815
．751
．765

．661

巾

巾

重

囲

肩

腰

休

胸

．860

，763

．929
．783

一，414
− ．31 
一．203
− ．465

頚

　 。260
− ，398

　 ．228

　 ．，J77

．7222

．6926
上 腕囲

大腿囲

ΣF2　 15 ．5074

等 （％）1・…

　．057
− ．〔｝39

　 ．233

　 。ユ30

．709

．763

．468

．346

　，224
− ．087

　．052
− ．072

，ユ24

．094

h2

　．254

　 ．298
− ．113

　 ．0431

− ．044
＿．177

　 ．052
− ．168

　．221
− ．1工6

．9677

．9073
．6912

．6609

．7950

．6226

．9227

、6634

．、7859

．7242

一．152　　　　．1748

．6548 ド4蓐35

剰

… 5・「・・… 6

・・9 ［・3．・

頭 囲 1．263 ．241 ．一．397 ．274 ．360。

5・・ 1
る。こ こ で は伸長 と休甌並 び に 横巾の 因子が 散発的 に 存

す る よ うで あ る 。 横 巾の 因 子 に つ い て は Burt も指摘し

て い る 。 第 4 囚 子 の 分 散 寄 与 ％ は 男 児 2・6％〜4．2％ ， 女

児2．9％〜4・3％ に ま た が っ て お り，第 3 因子 と ほ ぼ 同 じ

因子 が 認 め られ る 。

　 こ れ らの 各因子 に 含まれ て い る負荷 量か ら し て ，学童

期の 身体発達 を 規走す る 因 子 と し て，男 女 と もに sizc

の 成熱 を もた らす
一

般因子 と ， 群因子 と し て 体 長 の 因

子 ， 充実 の 因子 が あげられ る c 体長因子 は 四 肢 の 長 さ の

因 子 と驅幹 の 長 さめ 因子 に 区 分 され，充 実 因 子 は体 囲 の

Σ酬 ・… 23 ・99771 ・53・3 ・3695
　［　…

IX・7

碧 （勇・陣 ・ 19・・ ド ・ 3・・ 1…

丙子 と体巾の 囚子 に 区 分 され る。し か し ， 本研究で は，

体 長 因 子 は すべ て の 縦 の 測定項 目に 認 め られ るが ， 充 実

因 子 は 四 肢 の ま わ りに は
一

貫 して 認 め られ る も 他 の 機

の 測定項 目に は 散発 的に しか 認 め られ な い 。こ れ らの こ

と か ら して ， 学童期 の 身体発達 は ， 充実期 よ りも伸長期

に あ る と い え よ う。、そ して ， 年令，男女譱は 若干 認 め ら・

れた に 過 ぎな い
。

　さ て，身体発達 を 因 子分析に よ つ て 研究 した 他 の 研 究

者 の 結果 を み る と ，
Burt は 学童期の 被験 者 を 対 象 iこ 12』

の 身 休部位 を 測定 し その 相関行列か ら simple 　strtic
−’

二二
『『
36
「＿

「
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Table　2010 才女児 の 因子行列 Ta 闕 e　2111 才女兜 の 因子行列

1

身　長

座　高

上 肢長

下肢長

巾

巾

重

囲

肩

腰

体

胸

上 腕囲

大腿囲

．807

．774

．751

．6811

．856

．824

．913

．830

．422

．390

．257

．357

盟

．086

．427

．255

．335

i− ，040

　 ．053
− ．16工

1− ・2121

．751

．805

．一．213
− ．112
＿．134

　 ．031

一u．567臣 78

− ・37・ 1− ・  6・

頭 囲 レ・・6L … 71 一．173

h ：
工

　．236

　．284
− ．328
　．248

捌 皿

．89241

．O！42

．．8027

．7649

277497928

’7

潯

6

長

高

長

長

　

　

肢

肢

身

座

上

下

．358

．330

．323

、525

　．193
− ．389

　，279

　．164

．057

．069

，086

，183

　．109
− 、e64

　．146
− ．072

．79ユ．61

，6984

，8988

．7400

．127

．044

ΣF ・ 16．51791 ．IG44

レ・・93

．5090　．　 、3746

0
　

5
　鬯
b

　

3

FO
　

5
　
FD

　

3

88

　

qり
只）

巾

巾

重

囲

肩

腰

体

胸

．9333

．79   5

窯（％畑 ・ 1・…

上 饒囲

大腿囲

．765

．742

．1793

剰

一．078　　　　，286

　 ．027　 ．一．工11
− ．135　…　．工51
　 　 　 　

一，204　　− ．087

一．287
− ．172

　．  57
− ．197

．576　　　　．玉63　　　　．089

．287　　− ．203　　　　．242

h2
／

．8526

，864／

．6754

．8148

　 　 　 　

頭　囲 ： ．355
　 　 　 1

．8927

．7737

．9563

．7819

。9515

．7327

一．L34

8．5058

3．4　 　 77．3

Σ ・・

「6．　56891 ．1526

響 （％）陣 ・ …

一・2r3　　ト　・
聖r　　　　・3024

・5497 レ・27・
1
・ 598・

，turc （単純構造） に よ つ て 囚子分析 を 行なつ て い る。そ

．の 結果 に よ る と
， 第 ／困子 は

一
般賦子 で あ り， 第 2 困子

は 体長 と充実 の 因子 で あ り， 第 3 因子 は 体長 の 因子 と し

て は 四肢 の 長 さ と魎幹 の 長 さに 関 し た もの で あ り，充実

の 囚子 と し て は 体 の厚 み と横巾に 関 した もの に な つ て い

る。Mullen は 7 才 の 女児が ユ7才に な る ま で 毎年測定 し
・

因 子 分析 の 結果
一

般函子 と 2 つ の 群 因 子 を 見 出 し，そ の

うち の 1 つ は 身長上肢長 ， 下肢長 と い つ た 体長 の 因子 に

　　　　 TmbUe　22　体型 の 年令的変化

・ ・ い ・ i・・

旦

関し た もの で あり，他 は 胸囲，胸巾，胸 の 前後径，体 重

とい つ た 充実 の 因子 に 関 し たもの に なつ て い る 。
こ の 両

者の 研究 は と もに 身体発達 の 因子構造 の 年令的変化 に つ

い て 言及 して い な い
。 両者 の 研究 は

一
般因子の 存在 と 体

長，体 の 厚 み，横巾 の 群因子 の 存在 を 認 め て い る点本研

究 と一致 し て い るが，しか し，本研究で は ， 群困 子 と し

て 伸長 因 子 が 充 実因 子 よ りも顕 著に 認 め ら れ る 点 が 両 者

の 研究結果 と異な つ て い る 。
こ の こ と に つ い て は，測定

　　　　　　　　　　 した 身体部位が若℃異 な る た め

年
才

つ一
7

年
オ

ー

6鈴
停

年
−．

学
＼

＼

で
＼蕾

ぐ 、

　

型

斎

　

　

体

年
才

つり
8

年
才

49 隼
才

510

　　　　　1男 L茎D
上肢指数　　　 一 一．．

32．841
．92 　　　2．  0　　　2．11

32．52 …
・2．・・1・・1・53L ・7

幺 242 ・411

鴨 嚠
　 　 　 1　 　 　 1

年
才

611

女 ．
， 

下肢指数

男
ffS
．D

1女 ，予。

30 ．492
．26

33、40　　　33．04
1．44　　　　／，78

64．273
．63

　 　 　 　 32．ユ4
　 　 　 　 1．89

62．73　　　62．36
3．68　…

　　3．82　1

29．δ4
ユ．99

62．254
．2262

．184
．1 

63，75163 ．19
3．82　　　　3．85

　 　 　 　 　 1　 　 1　 ＿

　　　　　男 …
， 

躯幹指数　 　　一

63．183
．35

女

90．34　　　89．14
3．3ユ　　 3．3689

．工03
．36

62．813
．9662

．72
．4、10

xS
．D

88．83　1　88．96
3．56 　　　 3．78

　 ．一　　　｝

88．5387 ．91186 ，7286 ．25
2．47 　　　　3．38　　　　3．39　1　　 3．ユ2

全休指数

一
1

　 又 「 2．41
　 男 　S ．D 　 O．06

xS
．D2

．40
°・°61

z．38 ！
0．05

．

86．OO3
．21

女
2．360
．06

　 2．331
　 0．062
　　

　　
　
　　

　 2．33
　 0．06

2．32　　　　2．32
0．08　1　　 0．06
　 　 12

．320
．e62

．320
．06

61，323
，9462

．0｛〕
4．3087

．884
．2485

．913
．57

37

972020872

 

20

に 生 じた の か ，今後 の 検討が 必

要 で あろ うc ま た，本研究 の 囚

子構造 か らは，体重 と 身長 の 増

力口率力、 ら み た Stratz
，　C 、　H ．　（19

22）
’

の い う伸長期 と充実期 は 学

童期中で は疑問が もた れ る。

　國　体型 の 年令酌変化 の 検討

　第 4 に ，休 型 の 変化 に つ い て

検討 し て み よ う。そ の 結果を 示

した の が Table 　22 で あ る．：こ れ

に よ る と，⊥ 肢撰数，下 肢指数，

躯幹指数，全体指数 と もに 年令

の 推移 に よつ て 減 少 して い る こ

とが 認 め られ る。こ れは ， 成長
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

期 に あ る 子 ど も は
t［
ずん ぐ りし

た 体型
”

か ら
凡匚
細長い 体型

”
に

変化 し て 行 くこ と を 物語 る もの

で あ る n す な わ ち ，学童期中の

体 型 の 変化 は ，水平関係 よ りも
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Table 　23　6 才時 の 体型 と そ の 後 の 各年令 の 体 型 との 和関値

驫尊試  鵬1課仁諄i灘．

男

女
数指肢「上

下肢指数
男
女

．671
．428

．663　　　　　　．611
，498　　　　　．373

．503　　　　　．661
．500　　　　　．5〔｝2

．573
．353

．619
．482

1 イr− ．6fド

6 才
一11才

躯幹指数

．662
．644

男

女

．634
．549

，503
．446

全体指数

．．665
．599

．554
．700

．551
．599

男

女

．717
．702

．717
．623

’
．637
．567

．534
．528

　　　　　　　　　　　　　」

垂直関係 の 身体部位 の 増加が よ り大 に なつ て 行 くこ とを

示す。こ の こ とぽ再 び Stratzの 身体発達 の 律動性に 疑問

を な げか け る 証拠 に な ろ う。

　次 に ， 体型 につ い て 6 才時 と その 後 の 各年令 と の 相関

値 の 検討 を 試み た 。そ の 結果を 示 し た の が Tab！e 　23 で

ある。身体各部位 の 場合　（Tabe 　1 参照） の よ うに 年令

が進むに つ れ て
一

貫 し た 低下傾 向は認 め られない が ， し

か し，すべ て の 相関 値 は 最低 で も 0．4 以 上 の 値 を 示 し て

い る．こ の こ と か ら体型 に お い て も男女 と もに か な りの

予 言値が認 め られ る。

要 約

　男児88名 ， 女児66名に つ い て の 身体各部位の 6 年間の

逐年的研究 に お い て 認 め られ た 主 要 な結果は次の よ うで

あ る 。

　1． 本研究 で 測定 し た 身体各部位 の 発達 に お い て ， 小

学 入 学当初 の 発達水準 は ， 学童後期 の 発達 を か な り予 言

し 得 る 。特に ，頭囲 ， 身長，体重，胸 囲，坐高，大腿 囲

は 予言値 が 高い n

’
こ の 予言値は 入 学当初体位 の 上 ・下位

の 者 の 方が 中間位 の 者よ りも高い 。さらに ， 各身体部位

と も隣接年令間 の 相関値 は 高い
。

　2．　 身体各部位 の 相互間の 結果 は 次 の 3 つ に 要約で き

る。

　　  男 児 よ り も女児 の 方がや や高い 傾向があ る 。し か

　し，年令に よ る一定の 変化傾向は 認 め られ な い 。

　　  休 型を構成 して い る 身体 の 縦 の size 相互間 の 相関

　値，並 び に ，横 の size 相互 間の 相関値は高い 。

　　  頭囲 と 各身 体 部 位 と の 相 関 が 低 く，．身 長，体 重 ，

　肩巾，胸囲，坐 高 と 各身体部位 と の 相関 は 高く，特 に

　身長 と体重は こ の 傾向が 顕著に 認 め ら れ る 。 こ の こ

　と は ， 身長 と 体重 は頭囲を 除く他 の 身体部位の 発 達 水

　準 を 予 測 し 得 る 指標 に な る と 考え ら れ る。

　3． 因子分析 の 結果身体発達 を 規定す る 因子 と し て
一・

．405
．543

．567
．598

．638
．692

般因 子 と群因子 があげ られ る。前者 ば

身体 の size の 増大を もた らす因子で あ
．

る 。 後者 は 体長 と充実の 因 子 に 区分 さ

れ ， 仲長因子 は さらに 四肢の 長 さ と臈

幹 の 長 さの 囚子 に 区分され る 。 充実因

子 は ， 体囲（主 と し て 四 肢 の ま わ り）と

散発的で あ るが 横巾 の 因 子 に 区分さ れ

る
。 男女差，年令差に つ い て は 若干 の

相違が認 め られ た に 過ぎな い
。

　4・　 体型 の 年令的変化 は，学童期中

に お い て
“
ずん く

“
りし た体 型

”
か ら

“
細

長 い 体型
”

に逐次変化し て行くこ とが

認 め られ る。ま た，休型 の 予 言値は か な り認 め られ る よ

うで あ る 。

　3 と 4 の 結果 か ら Stratzの 伸長期 と 充実期 の 周波性

は 学童期に 関 し て疑間が あ る。
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